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1.　社会保障研究所が昭和43 年に実施し た児童養育

費調査(静岡県掛川市)について，(その1) で報告し た結

果 と，文部省 の調査 のものとを比較して，掛川がどの位

置 にあ るかを検討す る。

2.     (その1) の結果と，文部省r 父兄が支出し た教育

費』における教育費の年度，地域， 期間などの条件を同

じ に調整し，両者の教育費を比較する。

3.　掛川と全国の １人当 たり教育費の比較

1)教育 費総額

全国平均は小・高校 が高 く， 中学校が低い のに対し，

掛川は小・中・高 と徐 々に上昇す る。また，掛川の中・

高 は全国平均 よりかな り上回 り，かつ，中・高の差の大

きい のがめだつ。

2)学校教育費

一般に掛川が わずかに全国平均より下回るが，掛 几

全国ともに同じよ うな傾向で段階が上 昇するにつれ増加

する。掛川は全国に比較して，中学校のみやや高い。

3)家庭教育費

全国平均 は段階 が上昇ナるにつれ低 くな るのに対し，

掛川は逆に段階の上昇に伴って教育費もま た上昇の傾向

を示 ナ。


